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新
選
組
ゆ
か
り
の
地
と
い
う
こ
と
で
、
日

野
・
調
布
・
流
山
の
三
市
が
共
同
の
「
新
選

組
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
」
を
七
月
か
ら
九
月
ま

で
開
催
し
た
。
三
市
の
会
場
を
訪
れ
て
も
ら

い
、
町
お
こ
し
に
役
立
て
よ
う
と
い
う
。

流
山
市
で
は
、
市
立
博
物
館
に
資
料
を
展

示
す
る
一
方
、
文
化
会
館
で
「
新
選
組
の
子

孫
と
語
る
会
」
を
開
き
、
天
然
理
心
流
の
演

武
も
見
せ
て
く
れ
た
。
近
藤
勇
の
娘
た
ま
は

嫁
し
て
一
子
を
生
ん
だ
が
、
日
露
戦
争
で
戦

病
死
し
、
直
系
は
絶
え
た
と
聞
い
て
い
た
が
、

ご
子
孫
が
堂
々
と
お
話
さ
れ
、
沖
田
総
司
、

榎
本
武
揚
ら
の
後
裔
も
見
え
て
い
た
。

日
野
で
は
土
方
歳
三
が
生
ま
れ
、
調
布
で

は
近
藤
勇
が
生
ま
れ
て
い
る
。
そ
う
い
う
事

実
が
流
山
に
は
な
い
。
た
だ
、
慶
応
四
年
四

月
三
日
、
官
軍
が
押
し
寄
せ
、
長
岡
本
陣
の

江
戸
方
は
大
敗
し
た
と
い
う
恩
田
家
文
書
が

展
示
さ
れ
て
い
る
。
流
山
に
来
た
理
由
を
、

①
会
津
藩
と
合
流
の
た
め
②
慶
喜
警
護
の
た

め
③
反
撃
の
た
め
、
と
し
、
「
皆
様
の
ご
意

見
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
」
と
言
う
。

流山の可愛らしい新撰組のイ
メージ。市立博物館でスタン
プにもなった

流
山
・調
布･
日
野
三
市
で
新
選
組
ま
つ
り

近
藤
勇
、
流
山
で
再
挙
を
は
か
る
が
自
首
し
処
刑

「
甲
州
勝
沼
の
一
戦
で
潰
乱
し
、
近
藤
（
勇
）

ら
は
ふ
た
た
び
武
州
に
か
え
っ
て
く
る
の
だ
が
、

勝
（
海
舟
）
は
そ
の
近
藤
を
江
戸
に
は
置
か
ず
、

う
ま
く
そ
そ
の
か
し
て
流
山
で
再
挙
を
は
か
ら
せ

た
。
そ
の
流
山
が
近
藤
に
と
っ
て
最
後
の
土
地
に

な
っ
た
」

こ
れ
は
司
馬
遼
太
郎
の
「
街
道
を
行
く
」
の
一
文

で
あ
る
。
近
藤
（
大
久
保
大
和
と
名
乗
っ
て
い
た
）

は
再
挙
ど
こ
ろ
か
、
流
山
で
官
軍
に
囲
ま
れ
、
つ
い

に
自
首
、
二
十
一
日
後
に
処
刑
さ
れ
る
。
一
緒
に
い

た
土
方
歳
三
は
江
戸
に
ゆ
き
、
海
舟
に
近
藤
の
助
命

嘆
願
の
依
頼
を
し
た
が
間
に
合
わ
な
か
っ
た
と
い
う
。

太
く
て
重
い
天
然
理
心
流
の
木
刀

宮
川
勝
五
郎

と
い
っ
た
近
藤
勇
は
、
天
然
理
心
流
宗
家
三
代
目
の

近
藤
周
平
の
養
子
と
な
り
、
近
辺
に
出
稽
古
に
行
く
。

左
の
写
真
は
九
代
目
宗
家
の
演
武
。
気
合
の
入
っ
た

勝
負
が
期
待
さ
れ
た
が
、
撮
影
は
ご
法
度
、
無
念
。

下
げ
て
い
る
木
刀
に
注
目
。
重
さ
が
一
・
七
五
キ

ロ
グ
ラ
ム
（
普
通
は
〇
・
五
八
キ
ロ
グ
ラ
ム
）

、
柄

回
り
は
一
七
・
五
セ
ン
チ
（
一
〇
セ
ン
チ
）
で
、
展

示
品
を
持
ち
上
げ
て
も
、
握
り
き
れ
な
い
。
こ
れ
が

ぶ
つ
か
り
合
う
と
、
バ
シ
ッ
と
い
う
音
が
す
る
。


